
 

 
 



5 　 精神保健福祉の動き

の
団
体
の
収
入
と
い
た
し
ま
す
。
み

ん
な
ね
っ
と
へ
納
入
い
た
だ
く
賛
助

会
費
は
こ
の
う
ち
３
０
０
０
円
と
な

り
ま
す
。
ご
了
承
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

賛助会員規程

（総則）
　第 1 条　この賛助会員規程は、公益社団法人全国精神
保健福祉会連合会（以下「当法人」）の定款第７条の賛助
会員に関する必要な事項に適用する。

（賛助会員）
　第 2 条　家族会活動を柱とした当法人の目的に賛同し、
その事業を支援または協力するために会費を収め、入会し
た者を賛助会員とする。また、賛助会員の種類は、個人賛
助会員・団体賛助会員・特別賛助会員をもって構成する。

（会費）
　第 3 条　賛助会員の会費は次の通りとする。一度払い
込まれた会費の返還しないものとする。
１）個人賛助会員
　　初年度（月割額）  300 円×月数
　　２年目以降  （年 額）3,600 円
２）団体賛助会員
　　初年度（月割額）  300 円×月数
　　２年目以降  （年 額）3,600 円
＊当法人は団体（2 名以上の構成員であること）に対し、
　1 名毎に月割額 50 円、年額 600 円を割引できる
３）特別賛助会員（年額）一口 5.000 円

（会員資格の有効期間）
　第 4 条　会員資格有効期間は、当法人の事業年度（4 月
～翌年 3 月）毎とする。
　賛助会員より退会する申し出がない場合は、有効期間を
自動更新する。
　会員資格有効期間中は当法人の機関誌を配布する。

（その他）
　第 5 条　この規程に定めるもののほか、賛助会員に関
して必要な事項は理事長が別に定める。

　平成 27 年 10 月 30 日理事会承認
　（入退会については運用手引きを別に定める）

「
み
ん
な
ね
っ
と
よ
り
賛
助
会
員
ご
継
続
の
お
知
ら
せ
」（
同
封
）

の
お
詫
び
と
訂
正　

※
都
合
上
、
一
部
の
方
に
は
同
封
し
て
お
り
ま
せ
ん

〈
お
知
ら
せ
右
上
〉

（
誤
）
平
成
27
年
１
月
吉
日
⇨
（
正
）
平
成
28
年
１
月
吉
日

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
て
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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は
じ
め
に

　
「
我
が
国
十
何
万
の
精
神
病
者
は
、

実
に
こ
の
病
を
受
け
た
る
不
幸
の
外

に
、
こ
の
国
に
生
ま
れ
た
る
の
不
幸

を
重
ぬ
る
も
の
と
言
う
べ
し
（
日
本

の
精
神
障
害
の
あ
る
人
は
、
精
神
病
に

な
っ
た
不
幸
の
ほ
か
に
、
こ
の
国
に
生

ま
れ
た
不
幸
の
二
重
の
不
幸
が
あ
る
）」

　

こ
の
言
葉
は
、
東
京
府
巣
鴨
病
院

（
現
在
の
都
立
松
沢
病
院
）院
長
だ
っ

た
呉く

れ

秀
し
ゅ
う

三ぞ
う

が
、
１
９
１
８
年
（
大

正
８
年
）
に
、
自
宅
の
一
角
に
設
け

た
座
敷
牢
と
呼
ば
れ
る
精
神
病
の
家

族
を
閉
じ
込
め
る
小
さ
な
部
屋
の
全

国
調
査
を
行
っ
た
際
に
、
そ
の
報
告

書
で
あ
る
『
精
神
病
者
私
宅
監
置
ノ

実
況
及
ビ
其
の
統
計
的
観
察
』
に
残

し
た
言
葉
で
す
。

　

現
代
の
日
本
に
お
い
て
、「
こ
の

国
に
生
ま
れ
た
る
不
幸
」
は
な
く

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
我
が

国
の
精
神
科
病
院
に
は
、
約
30
万
人

の
方
が
入
院
を
し
、
そ
の
内
20
万
人

以
上
が
１
年
以
上
も
入
院
し
て
い
ま

す
。
こ
の
な
か
に
は
、
入
院
加
療
の

必
要
が
な
く
な
っ
て
も
退
院
で
き
な

い
社
会
的
入
院
の
人
た
ち
が
多
く
存

在
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
よ
う
な
世
界
に
も

ま
れ
に
見
る
我
が
国
の
精
神
保
健
医

療
福
祉
の
現
状
に
つ
い
て
、
歴
史
的

な
観
点
も
ふ
ま
え
て
ご
一
緒
に
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

我
が
国
の
精
神
保
健
医
療
福
祉

の
歴
史
と
特
徴

　

我
が
国
初
の
精
神
障
害
者
に
関
す

世界から見た我が国の
精神保健医療福祉

～我々は何を基軸に行動すべきか～
杏林大学保健学部作業療法学科精神障害作業療法学研究室　長谷川利夫

特集
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る
法
律
は
１
９
０
０
年（
明
治
33
年
）

に
公
布
さ
れ
た「
精
神
病
者
監
護
法
」

と
い
う
も
の
で
す
。

　

第
13
回
帝
国
議
会
貴
族
院
第
一
読

会
記
録
（
１
８
９
９
年
１
月
16
日
）

に
よ
る
と
、
精
神
病
者
監
護
法
案
の

提
案
理
由
は
以
下
の
よ
う
に
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
精
神
病
者
に
つ
い
て
社
会
に
害

悪
を
流
し
ま
す
る
の
は
意
想
外
に
大

な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
民
法
上
に

於
て
規
定
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
是

が
民
法
に
規
定
す
る
所
は
主
に
財
産

上
の
保
護
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
此
精

神
病
者
と
い
う
者
に
つ
い
て
社
会
に

障
害
を
及
す
如
き
に
つ
い
て
の
規
定

で
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
依
て
こ
の
法
律

を
制
定
し
て
右
等
の
者
を
能
く
保
護

し
て
遂
に
社
会
に
流
す
患
害
を
な
き

よ
う
に
致
し
た
い
と
い
う
目
的
で
あ

る
」

　

こ
こ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
精

神
障
害
者
は「
社
会
に
害
を
流
す
」も

の
で
あ
り
、
そ
の
人
を「
保
護
」し
て

「
患
害
」を
流
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
こ
の
法
律
の
核
心
で
し
た
。

　

こ
の
法
律
の
背
景
に
は
、１
８
９
９

年
に
予
定
さ
れ
て
い
た
諸
外
国
と
の

不
平
等
条
約
改
正
を
背
景
に
し
た
国

内
法
整
備
の
一
環
と
い
う
側
面
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
「
治
安
維
持
」
の
色

彩
の
濃
い
法
律
で
し
た
が
、
後
に
呉

秀
三
と
樫
田
五
郎
の
『
精
神
病
者
私

宅
監
置
ノ
実
況
及
ビ
其
統
計
的
観

察
』（
１
９
１
８
年
）
で
は
、「
精
神

病
者
監
護
法
ニ
対
ス
ル
批
判
」
と
し

て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
本
法
の
為
め
に
最
惜
む
べ
き
欠

陥
は
同
法
が
精
神
病
者
を
法
律
上
に

監
督
し
保
護
す
る
こ
と
の
み
眼
中
に

置
き
て
、
そ
の
医
療
上
の
監
督
保
護

に
関
し
て
は
何
等
特
別
の
条
項
を
制

定
せ
ざ
る
し
な
し
」

　

こ
こ
で
呉
は
、
精
神
病
に
か
か
っ

た
人
た
ち
に
対
し
医
療
を
施
す
の
で

は
な
く
、「
監
督
し
保
護
す
る
」
こ

と
の
み
に
力
を
注
ぐ
こ
と
を
痛
烈
に

批
判
し
ま
し
た
。

　

こ
の
翌
年
１
９
１
９
年（
大
正
８

年
）に
、今
度
は
新
た
に
、精
神
病
院

法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は

「
道
府
県
立
の
精
神
病
院
に
つ
い
て

は
、毎
年
、全
国
で
２
、３
か
所
を
作

ら
せ
る
考
え
で
あ
る
」と
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
実
際
に
は
、
１
９
２
０
年

の
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
経
済
情
勢
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今
月
号
（
２
０
１
６
年
１
月
号
）

よ
り
、
し
ば
ら
く
の
間
、
青
木
が
「
知

る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
」
と
題
し
て
、

経
済
的
支
援
の
意
義
や
し
く
み
、
精

神
障
が
い
者
を
取
り
巻
く
時
事
問
題
、

さ
ら
に
は
、
こ
れ
ま
で
出
会
っ
て
き

た
方
々
か
ら
お
聴
き
し
た
、
心
に
残

る
話
を
連
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

で
す
が
、
よ
り
正
確
な
情
報
を
お
伝

え
し
た
い
こ
と
と
、
多
く
の
支
援
者

の
存
在
を
読
者
の
方
々
に
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
、と
い
う
気
持
ち
か
ら
、

こ
の
連
載
に
は
、
青
木
以
外
の
方
に

も
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

さ
て
、
１
回
目
の
今
回
は
、
障
害

基
礎
年
金
（
国
民
年
金
）
の
地
域
間

格
差
の
問
題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
誌

２
０
１
５
年
６
月
号
の
４
～
５
頁

に
、
本
條
理
事
長
が
少
し
紹
介
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
平
成
22
年
度
か

ら
24
年
度
の
３
年
間
、
精
神
・
知
的
・

発
達
障
が
い
者
の
障
害
基
礎
年
金
の

新
規
の
請
求
（
裁さ

い

定て
い

請
求
）
に
お
い

て
、
不
支
給
率
が
都
道
府
県
間
に
お

い
て
、
最
大
６
倍
の
格
差
が
あ
る
、

と
い
う
こ
と
に
端
を
発
し
た
も
の
で

す
。
そ
の
事
態
を
受
け
て
、
厚
生
労

働
省
年
金
局
は
、
２
０
１
５
年
２
月

よ
り
「
精
神
・
知
的
障
害
に
係
る
障

害
年
金
の
地
域
差
に
関
す
る
専
門
家

検
討
会
」（
以
下
、
検
討
会
）
を
設

け
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
２
０
１
１

年
改
正
の
障
害
者
基
本
法
に
お
い

て
、
発
達
障
が
い
者
は
精
神
障
が
い

者
の
中
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
検
討
会
の

名
前
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
障
害
厚
生
年
金
は
、
日
本
年

金
機
構
の
本
部
で
一
括
審
査
を
し
ま

す
の
で
、
地
域
間
格
差
が
生
じ
ま
せ

知
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と

障
害
年
金
が
支
給
決
定
さ
れ
る

ま
で
の
流
れ
と
地
域
間
格
差

連
載
１
回

日
本
福
祉
大
学

み
ん
な
ね
っ
と
理
事

青
木
聖
久
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る
ま
で
の
流
れ
、
②
地
域
間
格
差
の

実
態
、
の
２
つ
を
中
心
に
お
伝
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

障
害
年
金
が
支
給
決
定
さ
れ
る

ま
で
の
流
れ

　

障
害
年
金
の
新
規
の
請
求
を
「
裁さ
い

定て
い

請
求
」と
言
い
ま
す
。
裁
定
と
は
、

確
認
に
近
い
意
味
で
、
保
険
料
の
納

付
要
件
や
障
害
状
態
が
、
障
害
年
金

を
受
給
で
き
る
状
況
に
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
、
請
求
を
し
ま
す
、
と

い
う
も
の
で
す
。

　

裁
定
請
求
の
流
れ
は
、
以
下
の
通

り
と
な
り
ま
す
。

①
年
金
事
務
所
等
の
窓
口
で
病
歴
や

病
状
を
説
明
し
て
、
診
断
書
等
の
交

付
を
受
け
ま
す
。

②
診
断
書
を
主
治
医
に
記
載
し
て
も

ら
い
、そ
れ
に
、「
病
歴
就
労
状
況
等

申
立
書
」（
本
人
や
家
族
、
支
援
者

等
が
作
成
）
等
の
補
足
書
類
を
付
け

て
、年
金
事
務
所
等
に
提
出
し
ま
す
。

③
障
害
基
礎
年
金
は
都
道
府
県
ご
と

に
事
務
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
障
害

厚
生
年
金
は
日
本
年
金
機
構
の
本
部

に
お
い
て
、障
害
認
定
審
査
医
員（
以

下
、認
定
医
）が
、
診
断
書
を
基
に
審

査
を
し
ま
す
。

④
そ
し
て
、
裁
定
請
求
の
審
査
で
は

「
支
給
決
定
」「
不
支
給
」等
の
決
定
が
、

再
認
定
の
審
査
で
は
、「
継
続
支
給
」

「
支
給
停
止
」
等
の
決
定
が
、
認
定
医

よ
り
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

後
に
挙
げ
て
い
る
資
料
１
は
、
裁

定
請
求
に
対
す
る
審
査
結
果
で
あ

り
、
資
料
２
は
再
認
定
に
対
す
る
審

査
結
果
を
示
し
て
い
ま
す
。

ん
。
で
す
が
、
こ
の
検
討
会
で
は
、

審
査
基
準
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、

障
害
基
礎
年
金
と
障
害
厚
生
年
金
の

両
方
を
含
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作

成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
作
成

過
程
に
お
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
（
国
民
か
ら
の
公
募
に
よ
る
意

見
）
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
３
９
５
通

と
い
う
、
異
例
の
数
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。こ
の
こ
と
を
見
て
も
、

障
害
年
金
（
以
下
、
障
害
基
礎
年
金

と
障
害
厚
生
年
金
を
併
せ
て
）
に
対

す
る
国
民
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま

す
。

　

と
は
い
え
、
障
害
年
金
の
審
査
の

流
れ
が
わ
か
ら
な
い
と
、
地
域
間
格

差
の
解
消
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
今
号
で

は
、
①
障
害
年
金
が
支
給
決
定
さ
れ
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「
精
神
の
障
害
」と
は
何
か

　
「
精
神
の
障
害
」
と
い
う
言
葉
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
言
葉

は
、『
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険

障
害
認
定
基
準
』
と
い
う
、
障
害
年

金
に
関
し
て
国
が
出
し
て
い
る
通
知

文
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
正
式
用
語

で
す
。
そ
の
対
象
は
、
精
神
・
知
的
・

発
達
障
が
い
者
と
な
り
ま
す
。
前
述

の
検
討
会
で
の
議
論
は
、
基
本
的
に

「
精
神
の
障
害
」
に
特
化
し
た
も
の

で
す
。
ち
な
み
に
、
障
害
年
金
の
対

象
区
分
は
18
に
分
か
れ
て
お
り
、
他

に
は
、「
眼
」「
聴
覚
」「
肢
体
」
等

の
外
部
障
害
や
、「
呼
吸
器
疾
患
」「
心

疾
患
」「
腎
疾
患
」
等
の
内
部
障
害

が
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
外
部
障
害
は
、
障
害

が
数
値
に
現
れ
や
す
い
こ
と
か
ら
、

審
査
結
果
に
差
が
生
じ
に
く
い
の
で

す
。
そ
れ
に
比
べ
、
内
部
障
害
や
精

神
の
障
害
、
と
り
わ
け
、
精
神
の
障

害
は
、「
障
害
に
よ
っ
て
、
日
常
生

活
の
制
限
が
ど
の
よ
う
に
」
と
言
っ

て
も
、
そ
れ
が
検
査
デ
ー
タ
と
し
て

客
観
的
な
指
標
を
作
り
に
く
い
の

で
、
結
果
と
し
て
、
資
料
１
や
資
料

２
の
よ
う
な
地
域
間
格
差
が
生
じ
て

い
る
の
で
す
。

地
域
間
格
差
の
実
態

　

資
料
１
か
ら
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
は
、
障
害
年
金
（
精
神
の
障
害
）

の
裁
定
請
求
に
お
け
る
、
平
成
24
年

度
の
審
査
の
決
定
状
況
を
示
し
た
も

の
で
す
。
前
述
の
「
障
害
年
金
の
地

域
間
格
差
が
最
大
６
倍
」
と
い
う
の

は
、
平
成
22
年
度
か
ら
24
年
度
の
平

均
に
よ
る
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

平
成
24
年
度
の
み
で
見
る
と
、
岩
手

県
・
秋
田
県
・
徳
島
県
・
宮
崎
県
で

は
不
支
給
に
な
っ
た
人
が
０
で
あ
る

こ
と
に
対
し
て
、
兵
庫
県
で
は
55
・

56
％
が
不
支
給
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
不
支
給
の
格
差
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
注
目
す
べ
き
は
、
支
給
停
止

の
実
態
だ
と
言
え
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

支
給
停
止
と
は
、今
ま
で
定
期
的
に
支

給
さ
れ
、生
活
の
基
礎
部
分
を
支
え
て

い
た
経
済
的
基
盤
と
し
て
の
障
害
年
金

が
急
に
無
く
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
か

ら
で
す
。
資
料
２
に
よ
る
と
、最
も
支

給
停
止
割
合
が
低
い
の
は
、
宮
城
県
の

０
・
16
％
で
、
一
方
、
最
も
支
給
停

止
割
合
が
高
い
の
は
兵
庫
県
の
８
・

52
％
と
な
り
ま
す
。



29 　  知ることは生きること

　

資
料
１
の
不
支
給
割
合
、
資
料
２

の
支
給
停
止
割
合
共
に
、
最
大
50
倍

以
上
の
格
差
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
こ
の
格
差
自
体
、
大

き
な
問
題
で
す
が
、
視
点
を
変
え
る

と
、
最
も
深
刻
な
の
は
、
１
年
間
に

支
給
停
止
に
な
っ
た
精
神
・
知
的
・
発

達
障
が
い
者
が
全
国
に
２
６
５
０
人

い
る
と
い
う
事
実
で
す
。
こ
れ
ら
の

人
た
ち
の
暮
ら
し
が
、
支
給
停
止
後

に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
に
つ
い

て
、
私
た
ち
は
想
い
を
馳は

せ
る
こ
と

こ
そ
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ら
の
実
態
を
ふ
ま
え
、
検
討

会
で
は
、
①
障
害
年
金
の
審
査
に
つ

い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
②
診
断
書

を
作
成
す
る
医
師
向
け
の
説
明
文

書
、
③
本
人
や
家
族
等
が
作
成
す
る

こ
と
に
な
る
新
た
な
日
常
生
活
や
就

労
状
況
を
記
載
す
る
照
会
文
書
、
の

３
点
を
作
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
近

い
う
ち
に
、
こ
れ
ら
が
実
際
に
運
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
こ

と
か
ら
、
次
号
、
次
々
号
で
は
、
こ

の
①
～
③
の
こ
と
に
つ
い
て
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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資料１　障害基礎年金「精神障害」の不支給（平成 24 年度）
　　　　上位・下位５都道府県の抜粋
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資料２　障害基礎年金「精神障害」の支給停止割合
　　　　（平成 25 年度）上位・下位５都道府県の抜粋
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